
～管理栄養士から見た獣害対策は都会の食問題を救う～

人と食を活かした

獣害対策の可能性
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木下麗子

2024年春に丹波篠山市に移住

子どもの食育を専門とし、
教室運営や各地セミナー講師をする
管理栄養士

2019年にNPO法人里地里山問題研究
所のイベント参加をきっかけに、農
村が抱える獣害問題の現実を知る





食卓はお腹を満たすことだけでなく

会話が飛び交い、笑顔が広がる

おいしさはもちろん経験を共有する場所

現代社会の子育て世代の食卓の多くが

親子にとって

辛く大変な時間になってしまっている



遊具は何もない

自然こそが

最高の遊び道具になる

生き物観察

清掃活動

ホタル観賞



都会では
できない経験



この活動で気付いた丹波篠山の食資源の魅力

とにかく

おいしい！！

鮮度の違い

品質の違い

スーパーで買う

お野菜やお米

とは違い

子どもたちの反

応がとてもよい

ここには

豊富にある

規格外も含め

家庭菜園など

流通はしていな

いけれどたくさ

ん栽培をされて

いる方が多数

この豊かな食資源を活用する

ことで子どもたちの育ち

がよくなるのではないか？



篠山の新鮮なお野菜は

スーパーに並ぶお野菜と違って

子どもたちの五感に刺激を届ける

地域の方々との交流によって

子どもたちの存在価値は高まる



農村の課題への取り組み

子育ての課題も解決できる







お野菜をお届け
だけじゃなく
現地でのイベント
も実施

現地でよりおいしい

を感じる！



獣

が

い

対

策

支

援

員

の

役

割

獣害対策だけではなく、獣がい対策を行う

確実な手法で野生動物による「害」を軽減するととも

被害を受ける当事者だけでなく

被害地域内外の多様な人材が協力して

獣害対策をきっかけに

地域が元気になる方法を考えていく



地域により密着

農村の暮らしを知る

2024年

祭りや
竹林課題
など

暮らしが
抱える
課題を
丸ごと体験



畑

地

区

の

取

り

組

み
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持続可能な「より効果のある集落柵」へ



持続可能な「より効果のある集落柵」へ



集落主体の捕獲を推進



「城跡」という畑地区の資産を活用

大上里山倶楽部（有志の山林整備チーム）の活動を

専門家のアドバイスも加味しながら3集落力を合わせて

進めていく

山林環境が変わることで

被害が軽減するかテスト



山林を「関係人口増大のきっかけ」の場所に

青山台ゴルフ倶楽部の周辺の竹林を活用し、

関係人口も含めたイベントを継続的に進める









都会の親子にとって

現地での体験、

地域の方との交流は

経験を重ねる機会、成長

につながり

農村の景観、農作物を守ることが

子どもたちの未来に必要なこと

だと知る貴重な機会といえる
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